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股民階級は全体としてj{江主，国家のIIX布対象だっ

たo11I1伎の土地への緊締は比較的ゆるやかで，四

洋経済史上のj改良(Horige) !ζ ちかい存在ともい

えよう o それは西洋封建社会の末期 IC~J:まれたも

中国の!!t界市場へのくみ ζみと j白木の

ための赦山'の創w
Iml日杭併の発展一-ti~i/.iと股村2. 

ので， r人絡((.1=身分的lζは自由であるが，生産

物Jl包代あるいはlr~11j世代を i!日せられている民民(2)J 

県民階級と帝国主義

びu 

3. 

4. 

なのである o ζ の対処的対肢がf_l:1国の半1itI民地半1. 中国の世界市場へのくみこみと

、資本のための隷農グの創出 :H他社会化ととも lζ どのように変容するのか。札

はかつて ζ うのべた。中悶の段民階級は「封建消

1¥珂およびj自主の支配下の獄践である jのみならず，アヘン戦争とそれにつづく悶京条約によって，

中間の門戸は欧米列強Kむかつて聞かれ，その結

果， 19t世紀中 i+~!ζ おいて中 l認は資本主義世界市場

「資本主義のための原料供給者およひ官jI品目，W問者j

「自らは資本 z 賃労働関

係のうち !CJI'i定されないまま IC，……資本主総生

庄の段底辺の1:EH、手としての、資本のための対股つ

ともなった。かれらはれ

のB誌にくみ ζ まれる ζ ととなった。マルクスはい

「フツレジョア社会の本米の日務は，っている，

として「封館主義のくびきをなげすてないままJ，

「資本主義帝国主義と砲技:の矛j首対立関係lζたつJ

にいたったのである(3)0 filJ IHのm日JOJはほぼ1890年

(少なくともその愉郭だけ

その)ikIo古 lζもとづく生肢を作りだ

界iliJ払をfr:りだす ζ と

でも)であり，

ζ の乙とはカリフす乙とだ。 m界はまるいので，

どろと考えられるが，広大な!玉!土，未発達の交通

専の諸条件からして，地域差がきわめて甚だしい

ととはいうまでもない。指以は， r:ll I認のもっとも

抵裂な手工業ill.'l l~ll (自家l1~j ~JJ. ，小ifH品生肢をふく

む)である綿布，和il糸のかなりの部分が列強の機

械製品lζ とってかわられ，

ォーニアとオーストラリアの ~jì' i Li.~ Jù~化と， r!1 rlilと

日本の1J1J11¥Iで終的。するようlζ見えるJ( 1) 0 r.ll毘!の近

代 (;tζ 乙 Ic~tì った。

のちのjif史からみれば， rjll玉!の近代史は， -ilri 

では半1íiUH~J白半封他社会化のIht~ 史であり， 1出向で

それとの関;!liで綿花il仇はそれに反対しそれを揚棄するための闘争のぼ史

IUが荘地する ζとに求められた。 愉入綿布は1885

主ドどろからj首加傾向が}m若になり，愉入存立が1890

だった。アへン戦争以前の中 n~1 社会の性質につい

ては，議論はあろうが，主人はやはり封地社会だっ

たと考えている。 社会の主要なおが土地I~J版業 lζ 年どろには 4千万元を ζえ，辛亥革命ioIiJiJ Iζ は年

1m 1 f意元にものぼった。また綿糸は1890年lζ100よって~I:注され，その下部梢造 lζ対応する専制王

朝i支配休i!1IJ(上 f~15惜造)が存花していたからであ 万mをζえ， 20Htkむ初聞に は 250万m以上になっ

た。一方，かつてはほとんどなかった制花愉11.¥は，

1888年を墳に急増し， 1890~q: ICは約30万H:l，辛亥

革命i直前には 100万m前後iζ まで増加した(，1)。

如上の状況は，中|主!が列強の尚品i仮充rl.i場， J京

る。そ ζ での主裂な土地所有者はj由主(官僚， rfl'i 

人，高利貸でもある〉であり，国家権力はJ吉本I'(~

lζ地主のためのものだった。地主の土地を耕作す

るのは仰!股だが， 1m肢を中心lζ，自作肢をふくむ
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料供給地として世界r!刊誌の-fJ~i にくみ ζ まれたこ

とを明白に物語っている。機械製閥品が!日米の手

工業製商品にとってかわったのである。 j液中平の

研究(5)Iζよれば. 1890年の輸入綿糸約 108万担は

5億 7，600万労働自の手紡生産毘lと相当し，問機

IC. 1888年の輸入綿布約 1，866万/21は2億 2，400

万労働日の手織生産量lζ相当する。換言すれば，

1890年どろには，綿布綿糸だけで 8横手工労働時

iζ相当する匿の機械製商品が中国国民経済の一部

iとくみとまれるにいたっていたわけである。(因

みに，当Il寺の輸入総側絡にしめる綿布綿糸の比率

は約切である。)かくして，“ n川削削a剖釧n凶1礼h:e臼側e印e町n'
U

よつて西i洋芋lにζ矢知日られた木綿の輸;出幻図が逆lκζ大趨量:の

綿製品j輪i命命入図となつた。 ζ のj幾峡製商品 iζたし¥"9由

る支払いは，綿花輪出 lζ象徴されるように，主と

して「資本のための隷腹Jたる農民の生産物によ

ってなされたのである(6)。

2. 商品経済の発展一一都市と農村

中国の商品経済は，アヘン戦争以前にすでにか

なりの程度に達していた。年間 4，000万庫平i河を

ζえる王朝財政の確立はその端的な表現であり，

塩閥や公行間人の栄~I'Æも王朝体11ilJ 下の閥品経済の

発展と密技:1ζ関連したととがらだった。

しかし，南京条約後におけるi悶品経済の発展は，

それ以前とは質的にちがい かつ急速はものだっ

たo 南京条約iζ よって開港された上海，北京条約

Kよって開港された・漢口の発展はその明らかな例

証である。とりわけ， i骨代四大針のーに数えられ

た漢口が1tl~ の 3 鎖を尻自に顕著な発展をしめした

ζ とは，国際貿易と中国市場の結節点の役割の新

たな性質をよくしめしている。

中間近代における商品経済の発展をもたらし

た第 1の嬰凶は対外貿易の増大であり，第 2のill!

国は中国国内iとおける近代産業の発展である。

対外貿易は北京条約以後，飛躍的lζ増大した。

1864年の輸出入総額は 1億両(防関岡，以下問じ)

未満だったのが. 1888年lζ は2{夜間を ζえ. 1902 

年には 5億向，そして19日年にはほとんどlO{:i意向

にものぼった(7に綿製品をはじめ，そのほとんど

が工業製品である輸入品は，まず開港場をf1)i，易と

し，ついで水路，鉄道等の交通線iζ沿って内陸諸

都市と一部の民村へ流れとんだ。もちろん，その

主たる市場はやはり都市だったが一方，輸出品の

大宗も生糸.j{;. ~l:íg 穀(大豆等) ，絹観i日，獣皮，

和flTE. 綾子 (ifJ1Jf:!~等)等がしめている ζ とからわ

かるように，そのはとんどが波産品なのである(8)。
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明暗月.'事守:;w.:;-;ι品示 すヲ可ιJ

〔都市〕 〔国外〕



ζれらの物は産地から内陸の者sili(地方市場)K 

t1~められ，そ ζ から開港場 iζは乙ばれて外国へと

輸出されていった。要するに，中国の貿易構造を

一言でいうなら，それは都市が受取り，農村が支

払うという型のものだったのである o

乙の点、について，辛亥革命の前年である 1910年

をとりあげてもう少し詳しくみてみよう。該年の

輸出入総傾は 8.44{!意向，内，輸出総額は3.81{意向

輸入給制は 4.63償問である。入担額は0.82t窓両に

のぼる。まず輸出品をみよう。輸出総額3.81億問

中，農村の受取部分(製品原価)と都市の受取部

分(中間での流通経費，商業利潤)はそれぞれ2.55

償両 J 1. 26{.意向と推定できる(9)。一方，輸入品は

その大部分が都市を市場とするものだが，それら

のうち少なくとも綿糸は農村の手工織布業のため

の原料と考えてよし」いまかりに4i命入品の流通経

129商業利潤を205ぢと仮定すれば，綿糸輸入価絡

は0.611意向だから，その農村での売価は0.73{，意向

となる。図 1は輸出入商品の流通11出閣である。股

村の売tll(受取)額とj時質(支出)額の差額はな

(31 

表1. 1895 -1911中外廠砿設立家数及其資本額

ci王敬威編《中間近代工業資料〉第 2'1日L
科学出版社， 1957年 J 399貰)

って，半亥革命以前にはほぼ 2億元の資本制lζ相

当する企業が設立されていたといえる。

中国の民営企業の設立は1903iFの間部設立後に

とりわけ活況を呈した。問時lζ手IJ権問収熱が高ま

り， 1905年には反米;Jfイコット迎動が
J 1908年に

は反日ボイコット述動がまきお ζ った。中国をも

つとも霊嬰な侮外7市11場とする日本政府が〈
ωII川l)Il

コツト lκζおどろき，在事公館iζ中国産業発展状況

についての調査報告を命じたのだが，その報告(1
2)

は当11寺の具体的状況をよくつかんでいる。報告 lと

いう。工業の分野で発展しているのは，がj織，製

粉，製糸，マッチ，石i峨，紙巻煙草業等で，その

うちもっとも重要なのは紡織業である。 r利権問

んと1.82償問にものぼる。農村は綿糸以外の輸入 収熱ノ勧興シテ以来，上海ヲ中心トシ部口広東地

; 閥品若干額 (α 億悶)をJl，\~入するが，それは1. 82 方ニ於テJ紡織業が「大イニ起リ……内地綿花ノ

{意向の表額をうめる iζ ほど速いだろう o ゆえにそ

の差額は園内開業利潤(都i'!i手工業をふくむ)お

よび地主収噂(国家JI文部をふくむ)の一部分でも

っておn域されねばならない。それらを β1. (J 2 I'意

向とおけば，

(0.73十ぴ)十 ((JI十ん)=2.55{怠fil'd

となるはずである。 ζの関係が成立したととのな

かlと股村がl止界市場のー加にくみ ζ まれた ζ との

結果が如実iζ反映されていたのである。

m2の張図である近代産業の発展についていえ

ば，五港開日後における在翠外国企業の設立， 18 

70年代にはじまる中国官営企業の営業mQWiなども

あるが，やはりその本格的発展は下関条約以後の

ことである。 ]895--1911年の中外企業(工場と鉱

山)の設立件数とその資本額は表 1
(10)

のようであ

消費高ハ述j首シテ 1f;立会tI虻ニ及jんだ。その結果，

1906年以後，外国綿糸のl愉入は減少しはじめたの

であって J r以テ如何ニ其ノ事業ノ陸鎚ニjgiキ，

外国綿糸綿布ヲ市場ヨリ駆透シツツアノレカヲ知リ

得ベキ也j。また，紡織業とともに f二大産業j

-と政干]¥される到粉業も発注し，わずかながら輸入

が減少し，逆iζ!Il命wされるにいたった o 19世紀末

lζ 日本KrlJ'J品をうばわれた!製糸業は，最近「大イ

ニ進歩改良Jをくわえ J r近米j封'i)レ桜狩卜 Jなっ

た。さら KI rJ主発達政モ ~W者:Jなのはマッチ業

({旦し黄燐マッチ)で，主な相n/j'開港場iζ工場が

設立され J 1905年号境1(11'命入が減少しはじめたω

石峨業c1旦し洗濯石i験)も「大イニ発達 jして19

05年以後iζl叫愉入のj引力nがみられなくなり，紙冶

煙車業も「地rr次各jtllニ勃DijJ I nlJJJi及豆紅i製造業
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(4) 

も「長足ノ進捗jをとげ，破器，毛織，製紙業等

でも発授がみられた。

鉱治業の方市では外国資本の勢力が強かったが，

それでも唐山洋灰公司などは「百万元ノ資本ヲ擁

シテ披ニ其ノ製造ヲ始メ，之ヲ北方!?地方ニ供給シ

テ外国、セメント'ヲ !~r~:iAシ・…・・ツツJあった。

またー11寺不振をきわめた拠i場製鉄廠も利権回収，

鉄道m設熱のたかまりとともに息をふきかえし，

山間省では，小規模な製鉄所がいくつかfill設され

たりもした。，

上述の ζ のような発展は投資風i)jyJの勃興lζ起凶

するものだった o 報告Kよれば.rr近来，文化断

ク開ウ産業熱出国富民ノ間ヲ風廓シ，従来其寓

ヲ埋蔵シテ市場ト全ク交渉ナカリシ官吏駐111Mlノ徒

モ其金銀ヲ挙ゲテ新企業ニ投資スノレニ主Jったの

である。もちろん，乙の報告には中国工鉱業の発

展を高く評朝日しすぎるさらいがある乙とは注意さ

れてよい。しかし，辛亥革命前夜における中国の

民族産業がたしかに未曽有の，相当限度の発展を

しめしていた ζ とは椛実である o そして，列強の

在推企業の発展もまけずおとらずのものだったの

である。

ではその結果として，近代産業はどれほどの市

場をかjりだしたのか。正確な数値は求めようもな

いが，紡織業を手がかりに舵計してみよう。 19W

年における閣内の総紡鈍数は 71.3万銀であって0$

それによる綿糸生政昆は約95万担と推計できる(J心。

!垣内政綿糸を輸入糸平均fllli絡(1 万担~27万両)

lζ同じと仮定すれば.95万仰の{同絡は 2，565万両

lとなる。(乙の数{I!liはi詰き lζ必ぎるが，大よその

棋準として使うのである)。紡織業資本の総資本

新 iとたいする比率lζ照らして計算すれば， 1910年

の近代産業の総生産額は 1億 3.500万両と推計で

きるu5)乙れは対外貿易にくらべればかなり少傾

ではあるが，やはりim品経済流通のなかになげ乙

まれ，国民経済の-m~を桃成するものなのである

(近代産業は向業資本のための活動の場を広げる

とともにr:!:J[却における新しい生産関係，即近代プ

ロレタリアート誕生1:.の滋礎を創りだすのだが， ζ

の方而の ζ とは日IJの論文を用意せねばならないだ

ろう)。

上述の近代産業の総生産制は中国企業と外国企

業をあわせた初だから，それを単純lζ資本比で按

分すれば，中間企業(民族ブルジョアジー)の生

P.?l制は 7，290万両となる(16)。ζれは中国における

産業ァソレジョアジーの成熟をしめすーっの指標で

ある。中国のブルジョアジーは誕生したが，しか

しその力量はなお脆弱なものでしかなかった。近

代産業の成長は都市の牒村lζたいする商品供給を

増加させたが，しかしその供給量はまだまだ不十

分で，都市とl関村の収支の楚矧は謀本的lとはやは

り国内i商業利潤と地主収奪lζ よって埋めあわされ

ねばならなかったのである。

i週内iffi業中，もっとも重要なものは土布と米で

ある。土布は，たいていは機減製綿糸をもちいて

織られたのであって，そのようにして織られた土

布の価格はおおよそ 2億両lζ相当する(17) (ほか

に機械卸綿糸をもちいぬ土布もあろうが，と ζ で

は1m制する)。機械製綿糸をもちいたこと布は蕊本的

iζ!販売のために生産されたものであろうが I 2 t意
両という官Hi格はi愉入綿布価格の 2倍前後にあたる。

大部分の機械製綿糸が輸入品なのだから，国内手

工業，尚jfSが国際貿易といかに密接な関係を有す

るにいたっているかを伺うにたろう。つぎに米だ

が，当時におけるもっともill:~な米の移出省であ

る削月'11riはI 4耳ff-約 500万m..何絡にして 1，000

万iíJü~tl ~~の米を他省へ移 I.B していたといわれる(Jへ

その他の各省の移LU.各省内での流通市場を考え

れば，米の市場が非常lζ大きなものであった ζ と

は疑えない。米以外の穀物をそれに加えるなら，

穀物市場はさらに大きなものとなるが，とれは主

要には地主収容ICrr.1U~J するものだった。

表 2は1933年の国民所得である。段業の純生産

額は約 123億元だが， ζれから1910年の農業純生



産額はおおよそ38償問と推定できる09)ol!輸出経済

作物の注額2.55{意向は民業純生控制の約 7$ちをし

める。工業の純生産額は1933年でさえ国民所得の

約 2.5%をしめる iζすぎない(もちろん，前掲の1.35

億両は純生産額では江しi) 。辛亥革命/1寺JVlの近代

産業は以前lζ くらべてかなり発展した ζ とはした

が，しかしその国民経済中にしめる位置はやはり

まだまだ小さいものだった。ゆえlζ版業ブルジョ

アジーの社会的力量はけっして大きなものではな

く，むしろ上述の乙とから舵察できるように，商

業ブノレジョアジーが相当大きな経済誌粧をもつに

主っていたのである。

裂するに，上悔を代表とする半WJ~j也半封他社

会の都市は帝国主義が股村をi民帯するがj節点なの

であり，中国のブルジョアジーは股民を中心とす

る中国人民と帝国主義との対立の中間においてそ

の活動を開始したのである。

表 2. 1933年国民所得(浄産価)

浄産1I!!r(百万元) 百分比

)~ 業(1) 12.271 61.0 

金よ 治業 238 1.2 

製造業(2) 1. 838 9. 1 

営造業 221 1. 1 

交通i車輸業 922 4.6 

向 業 2，541 (3) ]2.6 

金融 -ぜ…包? 200 1.0 

住 宅 934 4.6 

自由職業 312 1.6 

公共 行 政 642 3. 2 

F主1、4仏K、 言1・ 20.119 100.0 

(忍宝三主編<(r.I:1悶i主!民所得〉上，中i!，主主i;?局，

1947年， 12頁)

〔備考)(1)その内，地租は約45$ぢをしめる(15

頁) 0 (2)その内，手工業のiや詑他は約73%を

しめる (76頁) ，， (3)Jj言文iζは. 1，541とある

のを改める。

(5) 

3. 農民階級と南国主義

近代中国の農民階級は，社会の蓄のもっとも主

要な生産者であるのみならず，半ii~I民地半封建社

会のifH品経済のもっとも主要fよ担い手であった。

とのような農民の経営内容についてこ ζ で具体的

iζ分析してみよう。

まず，ワグナーのあげる 3例についてみる ζ と

にするω)。かれは 1913:if.どろに山東省のある地方

の践民経営について調査したが，それらの経営に

おける間品経済の比率はあまり大きくはない。

1ls1のfylJは，概して良質の土地42畝(1畝同900

m2 )を耕作する11嬰州近辺の自作農(A)である。家

族は成年男子 4人をふくむ12人，市場町へは約 11<m

で条件は良い。表 3はAの経営収支表である。 j民

表 3. 自おt-牒A経営収支表(単位:問)

収入総、額 529.08 :総資本額 864 

生産j!lfl1総結i 474.98 :手11閥単 6.2箔
(内，地税 30.00): 1ij 畝j:U!'{~ 0.43 

MI j収 主主 54.10 :地 も!日 4.30 

入総額は 529.08両， その内訳は，家畜家禽販売

収入36ftrü と家内子工業 (:p~編~:ilI工)収入 5 阿をの

ぞけば，他はすべて股産物からの収入である o 貨

幣収入合計は 201.10前である(家市等販売収入41

向と出産物i販売収入 160.10向)。出産物販売中，

経針作物(部花生，大豆)は65fflliである o 生産lζ

袈ーする'wm474.98両は， !Il J欧，人 1m労働力純子!iï~

(食到に相当する) . ~市労働力維持党，労賃(家

族労働は年工の賃金で計算する)をふくむ。総資

本は土地(侍畝12f1luとして42畝で 504ii1u)と家昆，

家畜，良県(3項合計で 360問〉をふくむ。純利

益は 54.10両，総資本初lζたいする不11制ヰけま 6.2

郊である。労賃をj笠l除してなおかつ利刊をあげて

いるのだから， ζれは;相当よい経営とみはしうる。



(6) 

1.，かし，もしこ[.:1'也以外の資本にたいする利息36lilij

(仮定利耶をW96として)を若し引くなら，土地

からのJI兄弟在はわずかに 18.10nJn ICしかならない。

とすれば，畝当たりの地代は 0.43悶，}也知iは4.30

阿である。 ζの地ブjの通行の地日liは12両(土地資

本の計算lζ も用いた)だから， ζの4.30両という

理論上の地価はまったく現実から遊離したもので

しかない。表Uii的lζは良好にみえた ζ の経営も，

‘i.、』ー

実際lζは地代を実現するど ζ ろではないのである。

その原因は，ワグナーがいうように回賦が高すぎ

るからである。(プロシアの土地税の15倍。もし

土地税が15分の lであれば， ζの経営は地代をほ

ぼ実現できる。)

表 4. 1ffl股8経営収支表(単位:向)

収入総制

費用総相

(内，仰祖

*ï~ J(R ~~ 

226.80 :総資本矧

228.80 : '([IJ股利息本
34.60): 毎日j~ j出組

-2.00 :地 {ilIi

:地主利息率

265 

1. 48 

14.8 
18.55ち

tfJ 2の例は概して良質の土地20畝を耕作する小

作農(8)である。家族は成年男子 2人をふくむ 9

人，市場からは25kmと条件は良くない。 j:1江主はj躍

州のj話人である。表 4はBの経営j収支表である。

収入総額は 226.80阿，内，家奇販売収入15両をの

ぞき，その他はすべて農産品からの収入である。

貨幣収入合計は65同(家畜151苅，小変20両，大豆

30両)である。生産iζ史:するi1{用の総額は 228.20

両，純収益は -2.00耐となる。ゆえに ζ の小作股

はかれの有する ~1~土地資本 (95 両) ，ζたいする利

息を得られないばかりでなく，労賃部分さえも実

現できていないのである。その分は短工20日分の

労震に相当する。一方，地主の所得は 34.60雨(

内，貨幣部分 5悶〉で， æ Jlí~ 5両を差しBIし、た純

収誌は 29.60両である。当地のj並行地価は毎畝8

日陶...._..・--.....ーい銅山由叫叫岨凶叫嗣a“馳命働輔副刷也保明醐康有通，.山・e皿 a

パノと 18.55ちにものぼる。小作!裂は労賃さえも完全

lζは取得できないのIC，地主のn¥lJはきわめて高い

JI又誌を得ているのである。 ζ の地主の利潤率は自

作農Aの 5--6倍であり，仮定手'J怠率W%fζたい

しでもほぼ倍なのである。地主の ζのような高収

疏の源泉は，まず第 1，ζ高い小作料(毎i政1.73碕)，

第 21ζ一般践Jえにくらべて安い田II武(怨敵 0.25両，

通行地価にたいする割合はAの半分)Iζ出来する。

第3の例は .i維県の奥地で14畝の土地を耕す自

作農(C)である。交通は不便で，市場lζは8kmと

速く，条件はかなり惑い。家族は成年男子 2人を

ふくむ 7人である。 ζ の経営の収入総額は158.30

向，養蚕収入15両をのぞいて他はすべて農産物か

らの収入である。貨幣収入の合計は 38.75岡(袈

蚕15阿，小変 8.75両，大豆15n1!jj。生産lζ認する

費用の総額は 191.05両であるから，欠損は32.75

雨にものぼる。とれは労震部分の約半分にあたるo

もちろん，土地等にたいする利潤など問題にもな

らない。

以上の 3例で，不十分ながら経営として成りた

つのはAだけである。しかし，一般の農民はけっ

してそれほど広い土地を耕作できないのだから，

大部分の股民は BやCと似たような状況だったろ

う。かれらが売り出す県鹿I誌は，基本(f~1ζ剰余部

分のl販売とみなされる。しかし，乙の剰余は社会

的諸条件が強裂するきわめて少ない必要既にたい

する「剰余jなのだった。具体的にいえば，一成

年男子の人間労働力維持費(食費)は .Aが33珂

である。 ζれはさすがに年工の食費 (25--30両)

を上まわっている。しかしワグナーによれば，プ

ロシアの一般股民以らべると .Aもわずかκ

--1-の水準なのである。そして. Aを 100とす

れば， 8とCの食費はo2，49にすぎない。小麦を

売出している 8'Cは年工以下の食費iζ甘んぜざ

るをえないのである。要するに. B' C における

牒産物販売は剰余部分の販売ではなく，必要部分

i荷だから，土地資本 160阿lζたいする利潤率はな を販売する飢餓販売にほIJ)はらなかった。

l' 
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乙のような条件のもとでは，富良経営が発展す

α1) 
る可能性はない 。土地はたえず地主の予言HC集

積されて，地主11ilJの強化をもたらすばかりである O

なぜなら，まず第 1K.年工以下の食訟を甘受し

つつ生産にはげむ小作股lζ耕作をゆだねる方が自

分で経営するよりもより多くの収益を期待できる

からである。第 2Iζ ，ワグナーも書いているよう

に， Jm民からすれば，土地の価絡が土地の生むj収

益をはるかに越えているという ζ とがある。すな

わち，中国では土地にたいする部提がきわめて大

きく，収益をはるかによまわる土地{illi絡が支払わ

れるのだが. r私(ワグナー)は ζの事実のなか

に，絶へず起ってゐる自作総営から小作経営への

移行・を証明するもう一つの流拠を見てゐる，仰と

なれば人為的lζ高められた ζの官!lj絡を支払ひ得る

ものは，その~I:計を得ょうと思ってゐる股民では

はくて，余りに高い利子所得を断念してその貨幣

のもっと椛突な投資を求めてゐる人達だけである

(22) 
からである j 。

以上の{yIJは，近代中!認の股民が越本的lζは国家

と地主のi民噂をうける封鎖的耕民である ζ との証

明といってよい。その経営'は剰余販売(実際上の

飢餓販売そふくむ)を法!i誌とするものだった。し

かしはがら.Rii I日経tnの発牒l仁つれて， ζれらの

!辺氏はしだいにi坂先のために生花する f資本のた

めの数民JIC変っていくだろう。 1930年代のアメ

リカ葉タバコ栽培農民lζ関するi掠翰笠の開通手引ζ

ょっ移て，その点そみてみよう。制査の対象となっ

たのは山東省if:lt:!尽，安静止省 n~1協県，河南省設城県

の各 2村，計 6村である。 ζれらの主嬰 3省の19

34 年の~l:: intHI: は， 11J.W:省 7，000万ポンド，安徽省

2， 000 万ポンド，河南:~ 8，000万ポンド以上であ

る。

(7) 

パコの収入は総収入の 3制以上を占め，とりわけ

貨幣収入のほほ8;!討をしめているのである。もっ

て農民経営にたいするかけがえのない役割をうか

がえよう。タバコ栽i音iζはi高生産費と強労働がつ

きものだったiζ もかかわらず，民民はより多くの

貨幣収入をもとめてタバコ生産lζ走らざるをえな

かったのである(しかし，かれらがわずかに耕地

の 11与問i!皮にしかタノイコを揃えなかったのは，そ

れがしばしば不安定な投機性をともなったからで

ある) 0 

タバコ栽培の収支を具体的にみてみよう。 1934

年の山東省消J県の場合畝(大敵)あたり平均

507 ;j~ ンドの~タバコのJI又 f:Wがあり，それの販売

と裏作収入 (2.6元)とで 54.3元の収入となった。

乙れは小変，高架等の栽培 lζ くらべれば，数倍の

収入である。 ~1::Qlt K裂した関mは44.0元であって，

収誌は 10.3元，労賃取得率はなんと 155%にのぼ

った。 ζのように縮かる年があれば乙そ，股民は

タバコ栽培iζ はげんだのだが，しかし ζの年はや

はりよほど特別の場合だった。前年の低価格質上

げによる破産続出からタバコ栽培の減少を恐れた

英米般車公司 (BAT)の質上fofif各引き上げと大

盤作とがかさなってとのような高I1又請を生んだの

である o げんに， 1933年の縦県の労賃収得本は17

%1ζすぎなかったのである。 3県の1933・34年の

労賃取得率は表 5のとおりである。 ζの表を一見

表 5. 栽培煙車脱民主資lr~ 1!~f特(%)

間3まされた 6村の総耕地面抗にたいするタバコ すれば， 1934年のitri県が特例である ζ とがわかる。

栽培制抑制合は11 労である。そをら諸村の ~3 1934年lζは儲けられたにしても， 1933fj5:との平均

の腿民はタバコを栽培している。タバコ栽培ITIT和{ 労賃収得率はやはり(尽く I i割以ミ山氏は労i宮部分を

は:1;11:地の 1~flJ ぐらいにしかすぎないけれども，タ 完全には受け収っていないのである。 1933年の蛮



(8) 

城の農民にいたっては， '3';箆部分をまるまる受'け

J&っていないばかりか，一郎の資本部分を放策せ

ねばfよらなかった。表 5から推せば. 17----185ぢは

NL~~ 、年で I 47--50%は良い年と考えられる。もし，

30---iJO %がその分界線だとすれば，タバコ栽培民

民の労賃取得率はわずかに弘前後という ζ とに

なる o 近代中閣の股民は切の労設を実現するた

めにj日命iζ働いたのである。

タバコ紋培の畝当たり知HJ日労働は，その労働強

度の高さのゆえに，小変や高~UJU告の 7 (告から25

倍lζ も達している。仙の椛前作物とてタバコほど

ではないにしても，事情は;1&本的lζ同じだったろ

う。税関作物の紋jj5はたしかに腿民lとより多くの

貨幣JI~入をもたらしたが，それはあくまで的償労

働のi拍JJnと呉服の関係においての ζ とだった o 常

陸!主義の超過不IJ測の源泉は，極限 lζ まで低められ

た人間労働力の維持費ととの無償労働lζあったの

で ある?

商品経済の発震とともに，流通を担う商業の利

潤もi曽加した。もちろん， I有利潤狼得のー飯泉は

生産省にたし、する低価絡の強要lとあったが， 1934 

~の持IU県のタバコの場合でもその商業利潤はかな

りのものだった。腿民が手iζ しえた貨幣は，平均，

~タバコ 100 ポンドどとに 10.2 元だが，その名目

上の産地問Jj絡は14元だったから，その差客liは 3.8

元である o その年の山東省の注駐 7，000万ポンド

で計算すれば，その悲制だけで 266万元にのぼる。

くわえて名目.J二の産地自li佑と上海の市場制Ji，f?ちとの

あいだには，ふつう 10----40$ぢのひらきがあったの

だから，尚人の平IH五はさらに大きかったにちがい

ない(さらに， 1934年の縦県が特例であった ζ と

を1341起せよ) 0 /:111主!のブノレジョアジーは， 22民を

q'l JL.、とする 'l'(羽人民と情的.::tぬ(対処主義はその

目下の!買lml者)との女JJl.の下l'fII'JIC登場してきたの

だが，半植民地半3dfI1t士会構造のなかにあっては，

開業プノレジョアジーの勢力が優越せざるをえなか

ったし，とりわけ寅弁フツレジョアジーの力を無視

する ζ とはできなかった。そして，その仙の社会

的支配勢力(たとえば到111糾1) も，そのJJを維持し

発I墜させようとすれば，その活動を半拙民地半封

鎖社会の経済構j告に適応させねばならなかったの

である。(25)

~I吋1自民地主i主主・Jf1! tl:会化の深まりにつれて，国家

と地主の収帯もi持JJfIした。地主的土地所有の増大

と出家財政規模の膨Jl長はその端的な表現である。

くわえて帝国主義が，経済的手段たると政治的手

段たるとをとわず，あらゆる手段をもちいて中国

の富を収容していった o 辛亥革命JUJIζ帝国主義が

r:1' ffilから存いとった誌についてmnl11Cのべれば，

1902 ---]3年のl'llJIC，入J組出傾釘年I平Id均勾1.2お5i.

下資本iκζ たいする送金許和制jl.ti何fi}.内壬4年fミ平j均句 O.46 f.itdi1u ， row 
資残(企業財政と土地家盛の合計)の増加納得年

平均0.73億ii1i]，借款元本利息支払制得年平均0.59

億問であって， 4.偵の合計額は 3.03f意向lζ も遣し

た(26)。毎年 ζれほどの誌が帝国主義によって帯わ

れているのだから， /:1:1悶の服始的蓄積の困難と資

本主義発展の未成熟とはその当然の結果だった o

ζの帝国主義Jl兄脊をささえたのは，いうまでもな

く，民民を/:1川、とする中国人民の労働だったので

ある。

4. む す び

オζ杭は辛亥革命J引における/9a級対.i.f.，とりわけ

その経済的諮般について，可能なかぎり信頼でき

る数制によって系Wiをお ζ なったものである。上

述したと ζ ろから，以下の ζ とを結論できょう o

第 1.帝国主義および封館主義支配者の対極iζJl.

つのは，中間人民のごtJJをなすjj2民階級である ζ

と;第 2.その民民はたんなる封正n的持政ではfよ

く，とj斗ili民地半全J.ffifJ:会における「資本のための

対股 Jである ζ と;第 3.中国のプノレジョアジー

はその基本的対立の中IU]，ζ役場し発展したもので

ある ζ と;第 4.そのうち，設業フツレジョアジー
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の成長はとりわけ不十分であり， jl¥j業ブノレジョア

ジーの勢力iJ':.優勢である乙と，以上である。もち

ろん，小論において述べるべくして述べの ζ した

ζ とは多いのだが，最後に中国のフソレジョアジー

の政治的態度について若干のトi1iJ立をしておきたい。

辛亥革命の複雑性はr:1-l[習のブノレジョアジーの ζ

の中間的地位lζ規定されたものだった。さらにい

えば，かれらはその地位からして，帝悶主義.:kJ 

i主主義にたいして依存もすれば対立もしたのであ

る。かれらは政治的経済的lζ常国主義・封館主義

と被雑きわまるつながりをもち，それらに依存せ

ざるをえなかったが，新しく生れでた階級として

は，また帝国主義・封建主義と対立市をもってい

たのであって社会的力駐を発展させるために，そ

の結拙から抜けLUようと努力したのである。しか

しその当/1寺， 1i5強のr1:1[去!のモデJレは結局のと乙ろ

帝国主義なる先進国しかなかった。そこでそれを

モデルlζ，ブルジョアジーの代弁者であるイデオ

ロークーたちは，土i吋也氏j也半封建仁I:q習の現実の統治

行為者たる消iWJ政府lζたし、するもろもろの変革案

を提起した。乙乙で注意せねばならないのは，ブ

jレジョア=イデオローグが!illブノレジョアジーその

ものではない，という乙とである o マルクスがい

うように，かれらがブルジョアの代表者でありう

るのは，資本家が r~t:t百のなかで iたして ζ えない

!限界をかれらが耐のはかでがとして ζ えないという

司1・災J， したがってー白本家が「物質的利害と社会

的3工場によって災践上かりたてられるのと i司じ~!jl

閣と解決にかれらが則論上かりたてられている，

(2η 
という事実JKあるからである 。乙のフノレジョ

アロイデオローグの石斑(椋他派)が君主}'{.恕ilill

皮への移行を主狼し， 1"e.認(急進派)は純情王朝]

の革命を主強したのである。辛亥革命JVJの二大陣

営が，とりもなおさず立懲派と革命派だった。

また， ~IJ I誌のブルジョアジーの県民階級にたい

する依存と対立も，その中間的地位lζ発するもの

である。かれらが反権力の姿勢をもつかぎりにお

(9) 

いて，ブルジョア-イデオローグはつねにかれら

の階級的利害を国民一般の利害という j~で提起し

たo そればかりでなく，そのffk良の部分は人民主

義的色彩を政停に，;i:・び.ていた(28;それどころか，立

怠派でさえ革命のjWijj誌をまえにしてそれを避ける

乙ともIVjぎとめる ζ ともできないと分かると， 11!1. 

命の{I¥I!にまわり，その成果をわが物lζ しようとし

た。しかし，中国のブルジョアジーはたんlζプロ

レタリアートの搾j訳者だったのみならず，民民を

はじめとする生控者一~にたいする搾j反省でもあ

ったから，マジャーノレがいうように， r生産者自

身が闘争の 3~!f:台 lζ詮場して，商品生産の90%を生

産者から搾取するが虫11き機構を破壊しようとしは

じめる jとただちに反革命へと転化するのである

辛亥革命が1911年 K1');発するには，広範な人民

大衆の決起がなければならなかった。軍服を着た

農民である新軍兵士，およひ1吋Itli民地半封建社会

化とともに破産した良民の結集体である会党等の

活躍はそのなによりの託切である。辛亥革命を指

導した階級はブルジョアジーだったが，革命が解

決;せねばならない問題は上lζのべた社会矛盾だっ

たo 辛亥革命は失敗したo ゆえに， -1仕界史の制点

からすれば，子炉亥革命の11ま史的忠義は，中国のブ

ルジョアジーが ζのN¥lJ出を併伏できなかった，と

いう点にあるのである。やがて中l誌のプロレタリ

アートが股史のj[ïirí~)f 台 lζ登 j品すると， 53民階級

(貧脱，仁1:1段)は「中i主1}1'i命の隊列のなかの主力

1f( Jとしての役制を担ってひきつづき闘争'じてい

ったのである(3Q)

(註〕

(1) rマルクス口エンゲノレス全集j節29@ 大月

帯広 1972{1ミ 282賞。

(2) r経済学小町"sUJ持政相応 1960{r 906頁，

治j.[:高卒八nls執筑 o

(3) 111J，陥 rr:IJ ~~I近代史における、資本のための隷
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底l'のかJtJlとそれをめぐる股民闘争J (f新し

い歴史学のためにJ第99号， 1964年。のち， f1fi~ 

史科学大系』第14巻校 倉替 房 1980年 所JI又。)

(4) 統計数値は，般中平等編 f中間近代経済~統

計資料選 ~fU 科学出版社 1955年 74--5頁，

影沢益trrdf 中国近代手工業史資料j第 2巻 -

i訴饗活 1957年 199頁，李文治編[1=1:1国近代

I21業史資料Jts 1 @ 三 JWr. i~W:i 1957年 387---

9頁，による。

(5) J液中平 f中国間紡織史街J科学出版社 1963 

年 80頁。

(6) 注 31とあげたi1Hl高は，主として，近代中国の

社会構治をどのように分析するかの問題，換言

すれば，半植民地主j主主.J@;tl:会における農民を中

心にした中国人民と資本主義，帝国主義とのあ

いだの矛盾をどのように分析するかの問題につ

いて述べたものである o 幾人かの方から制稿に

たいする有誌な批判をいただいているが，いま

は詳細に紹介する余情はないので，それらのう

ち3つの意見についてのみ!n1L)1にふれておく。

第 1は，盟チ|ニ彦七郎 rl=l:J1塑近代化過程lζ関す

る;三つのとらえ方について J(rnま史学研究』

第 312号 1966年，のち f近代中国における民

衆運動とその思想』東京大学出版会 1972年，

および住 3所掲 flfJ:史科学大系j 所JI)?)。氏は

J吉本的lζ私の意見iζ賛成されたが，あわせてブ

ルジョアジーの発展と消滅のj法史を研究する乙

とのlli嬰性を指数された。主人は氏の指摘をうけ

とめ， ζ の一文を]ljをした。

第 2は，問中正俊 fl日中間社会の解体と凶欧

資本主義J (r市j近代アジアの法と社会J第 1

巻 i!VJ li~~ 官房 1967年，のち「中間近代経前史

研究序説J東京大学tU版会 19~'3年所収)。氏

の主な論点は，近代中国の股民がたんに綿花栽

培等の植民地賎民になったばかりではなく，手

工業商品生産者ともなった ζ と，およびかれら

の抵抗j出動にもそのような特色がふくまれてい

i

l

i

-

-

るζ と，乙れである。私は氏の論点lζは賛成で

あるが，しかし私にたいする批判としては受け

入れる ζ とができない。というのは，住 3所掲

の抗1¥文にその点について初歩的に言及している

からである。

ts3は，吉田法- r盟井J35七 ~rs若 f近代中国

における民衆五I!動とその思怨』への替評Jcr東

洋史研究Jm33巻第 4号 1975年)。氏の論点

は，半植民地的I227創造式とそれに関連する半封

践的搾lr~関係を吾定する点 iとある，と思われる。

ζの意見lζは賛成できないo

(7) 協端六， i知事培等 f六十五年来中国国際貿易

統計j 国JL中央研究院社会科学研究所 1931年。

以下，貿易統計は ζれによる。

(8) ζ とで生糸と絹織物についてふれねばならな

い。綿織物は都市子工業品とみるべきだ。 ~lミ糸

も清末広は器械生産がかはり発展していたから

である。 1910年でいえば，生糸輸出額は7，155

万悶と第 l位を占めるが，そのうち約 3分の l

はP，~M糸なのである(上原意笑 f支那蚕糸業大

相UI間同日栄立 1929年 412 -3頁)。しか

し7.~減糸生産コストにおいて，脚本が約 81!討を

しめるので(向上 342 ~~ 3頁) ，者13rlJの生産

部分は約 480万ill[jとみてよいだろう。同様lζ組

織物(1，789万ii1u)の場合，織布工程の1111)JI1ftIIi 

備を 2制(358万両)とし，さらに生糸愉tL¥と

悶比のp，~械糸をmいると仮定しでも，その都市

生服部分は約 450万町である。向者の合計は930

万阿で，かなりの数値ではあるが，それでも愉

tll総矧iζ しめる割合は 2.4%ICしかならない。

ゆえに簡単化のために無視する ζ とにする。

(9) 191世紀中~， it(Ui~ 区の1i~~ のコスト 14同は上

悔のrIJJ~価格22悶の 63.6$ぢにあたる(任限「関

子買弁和賞弁11jl1皮J， f近代史研究』総第 4JUJ 

193貰所51)。また1933年の調査によれば 1 j祁

門茶のコストの上海市~}側絡にたいする比率は

69.4%である(f編訳紫報j第67%-語 62， 120 
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真)。 ζ れらの数儲から，出村の受取をi!ii有山総

制の 3 分の 2 と j1J~定した (ζζ では完全広告1)"[11 

~1: im部分を無視している〉。

(10) 設立年不明の工場鉱山はみな1911年以前にふ

くめた。

(1) 対日ボイコット lζ直而した日本政府がいかに

驚いたかは，菊地質lIì~ r中国民政迎邸jの抜本間

造j 大安 1966年 82-7貰参!問。

(12) 外務省保存記録 f清!;mニ於ケノレ利権問J[又熱ニ

llkク各種企業ilE保謎政策調査報告J第 1I1咋(活

版)。

(3) 司注 5，354頁。

n41 ( 75 (a)万祖 x 1.13 (b)十 20(c)万担)x 0.9 

二= 95万m aは 1908年国内綿花il1到底 l億

ポンド当 75万担。 bは1908年にたいする 1910

年紡鋭数指数。 C は1910年綿花輸入量。 dはj克

利p:t~を 1 11flJ (間注 5，294頁)としたもの。

(15) 1895......， 1911年間lζ創設された中外の紡織工場

の資本額の合計は 4.068万元である(表 1所掲

資料 3頁および 657頁)。ただし，閥単化の

ために紡織工場中の織機をj問視している。

(]6) もちろん，中間企業の生産能力は外国企業よ

りおとっていたろうが，いまは具体的に比較す

る乙とはできない。

(!7l 輸入綿糸とi型住機械flJ!l綿糸の合計制li矧は 1{立

両前後である。まず，同位の予紡綿糸を!可制地

と仮定し，それに若干の手織労債をくわえれば，

土布の生産額は 2f:夜間以上になる。しかし.r支

那経済企諮J CtH 8巻， 33長〉があげるように

「手紡納糸 l斤 340文Jなら， 1 n1u = 2， 000文

として， 1mは17悶となり， 1m平均約27間の

輸入糸とのへだたりは相当はものである o ゆえ

に， 2億両の抗if計値は車党するに大よその目安

でしかなし， 0 また， r土布の主たる顧客はみな

腿民である J (間住 5，255貞)ととは注意さ

れてよい。

08l 東盟問文会編 f支部経済全書j第 8巻 同会

刊 1908fJミ 220氏。

(9) 封J!算の方法は以下のとおり。まず， ta業~t::m~

lζ変化がなかったと仮定し，その上でまR仰の下

落を考慮する。銀価指数としては/~ックの年工

労賃指数 (19331:1:'を ]00とすると 1910年は46.5)

(邦訳 f支j}ß農業~îffi J下巻生活社 1938年

204頁)をもちいた o 年工の労賃はかならず人

間労働力維持の段低限度におさえられていょう

から，それは真の鋭部jiをしめしていると::>-!;えら

れるからである。

間) ワグナー著高山洋吉訳 rr=!:l(;m股議:J下巻 生

活社 1942年第 3 編 tr~ 5 j主C。

(21) 帝制ロシアの窓股が企業としての民業経営の

ために全土地の595ぢを借入れていたのにたいし，

現代中国 0930年代〉の富良は小作料を得るた

めに 56.796を貸出しているという(太平洋問題

調査会編杉本俊朗訳 f中国農村問題』岩波替問

]940年 86真)。

(22) 間住20. 618頁。

位3) Chen Han -seng， Jndustria! Ca Tital and 

Chinese Peasants" Kelly and Walsh， Shang-

hai， 19;19， 19. 22， 23， 57......，8， 62， 63， 51 pp・0

凶) たとえば1936年の sATの利潤率は 1696であ

る。とれはかなり市iむ1ものだが，該年は1919......，

26， 1935 ---41年間の最低の年で，最高の年は71

%，ζ達しているのである(隙其等結，ir 中間近代

工業史資ru第 2!間三勝者!万 1958年 856 

頁)。

白5l I時効笠の i和国告には ßAT と ~Hli~.I 11 ， ïlì~人との

関係についての多くの興味ある例をあげている

ので参照されたい o ζζでは，他lζ もっともTlt

嬰な輸出品である生糸の{fIJをあげれば， ~t糸 ili命

lUを増やすためlζ-t1sの担!1¥$lllが出来奨励政策を

保用し，そのあ1iJ41，かれらが流通i16H31を掌掘し

てそのWiでも民民を仰J&，支配するにいたった

という(旧民利 f191!t紀後半の江鮮における出

桑奨励策lと関するー巧ー按J， r UTI !f~ )):，1杭大論集』



(]2) 

第19お 4号， 1JfE20どち 1 号 1978，79年)。

防) 人組傾は注 7J9"[1呂:訟による。その他は，呉承

i別杭iif帝国主義在中/;五|的投資』人民IU版社 19 

566f. 91， 52氏。ただし，米ドノレを海間同lζ換

(28) 1111者 f仁1:1/翠社会主義の梨IYJJ岩波新書 1976 

年 125貰。

(却) マジャーノレ若井上H司丸訳 f支那燦業経済論j

学芸主1: 1935年 429頁。

算しである。 、 (初) 毛沢東 fr.:j:!国革命と中国共j主党J (r毛沢東

m マノレクス fJレイ・ボナノ幻レトのブリュメーノレ i'i~集 J !;fJ 2巻 東方書J;s 1968年 438頁。

十八日j岩波XHlf 1964年 58氏。(はざま・なおき、京都大学助教授)
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